
◆条件不利による過疎化・高齢化の進展
◆地域の経済活動や社会活動の活力低下

↓
自然と人間の共存関係の崩壊
（耕作放棄地の増加、鳥獣被害の拡大等）

都市住民の指向は？
・「ものの豊かさ」から「こころの豊かさ」へ
・田舎暮らしや健康及び食への関心の高まり
・企業等の社会貢献志向の高まり
・余暇時間の増大

等

◆条件不利の解消
・生産基盤の整備、生活環境の整備
・中山間地域等直接支払制度 等
◆農業・農村所得の向上
・農産物の付加価値向上、六次産業化、
・グリーン・ツーリズム、所得補償制度 等

中山間地域農業の振興について
～グリーン・ツーリズムによる活力ある農村づくり～

中山間地域の現状 課題と推進方向

訪れるひとにも、地球にも優しい
新たな環境配慮型の旅スタイル

ぎふウェルネス・ツーリズム

余暇時間の増大

メールマガジン「ぎふの田舎へいこう！」の発行
「ぎふの田舎へいこう！」キャンペーン等の実施

体験施設 70施設を登録
インストラクター数119人
12市町村、18団体が参画

これまでの取り組み

岐阜県農林漁業体験施設登録制度の推進
インストラクター等指導者の育成

岐阜県グリーン・ツーリズム推進連絡会議の設立

発行部数 1,200 部
体験者数年間11万7千人

受入体制づくり

情報発信力の強化

全国グリーン・ツーリズムネットワーク大会の開催
全国からの参加者との交流と 岐阜県のグリ ン ツ リズムを全国 発信

新たな環境配慮型の旅スタイル

グリーン・ツーリズムの推進 環境
自然
健康
癒し

これからの新たな取り組み

・ターゲット別プロモーション活動による入込み客の拡大
・「岐阜の宝もの」等を組み合わせたモデルコースづくり

・県内外実践者のネットワーク強化とスキルアップのための交流研修会の開催
・学生インターンシップの受入促進→ 体験から定住へ
・農村と企業等との交流、協働活動の実践強化

受入体制づくり

情報発信力の強化

全国からの参加者との交流と、岐阜県のグリーン・ツーリズムを全国へ発信

ぎふの元気な田舎づくり

交流人口の増加 移住定住の進展


